
  

建築学部 建築学科 
 
【建築学科の教育がめざすもの（特色）】 
建築学科は、「建築コース」と「生活環境デザインコース」の２コースを用意し、建築学の知識と技術を習得し、建築文化

を継承しつつ社会の変化にも対応できる柔軟な思考力を身に付けた人材を育てること目的としています。 
「建築コース」は、建築・都市デザインと構造・環境エンジニアリングの２つの分野があり、知識と技術に裏打ちされた

状況把握能力、判断力、行動力、創造力、発想力を兼ね備えた建築の専門家となる人材を養成します。 
「生活環境デザインコース」は、住空間デザイン分野と福祉空間デザイン分野の２つの分野があり、人と空間の関わりを

総合的に理解し、生活者の立場に立って空間を創造できる力を習得し、身近な生活環境の改善に取り組む専門家となる人材
を養成します。 
 

ディプロマポリシー 

建築学科は、建築に関する高度な知識と技術、思考力、構想力によって未来の社会および文化を創造する実践的な専門
家を育成します。所定の卒業要件を満たすことで、建築学に関する知識・技能及び次のような能力と素質を備えたものと
認め、学士（工学）を授与します。 
【専門的知識・技能】 
⑴ 快適で安全そして持続可能な社会環境を創造するための建築の専門知識と技能および倫理観を有する（DP1:専門性） 
⑵ 建築に関する物理的な現象や、人々の生活や社会・環境への影響、想定されるリスクなどを理解するとともに、未知
の事象を予測し分析できる（DP2:分析力） 

⑶ 建築の内的・外的条件を整理し、複合的な分析・考察のもとに課題を解決できる（DP3：課題解決力） 
⑷ 建築のコンテクストを理解し、建築文化を継承し続けるための新たな提案に結びつけることができる（DP4:提案力） 
【実践的技術力】 
⑴ 日常生活の中で感じる理想や希望を、確かな技術をもって具現化してかたちにできる（DP5:かたちにする力） 
⑵ 三次元の空間・立体を二次元の図面によって理解・表現し、図面を用いて思考し、意思や意図を他者に伝えることが
できる（DP6：図面を読み描きする力） 

【豊かな人間性と社会性】 
⑴ 建築に関わる様々な専門職と協働し、他者の立場や意見を尊重しつつ、自身の専門性を発揮することができる。（DP7:
コミュニケーション能力） 

⑵ 工学だけでなく、人文科学、社会科学、芸術など幅広い領域との接点として建築を捉え、多様な価値観を統合するこ
とができる（DP8:幅広い視野） 

 

カリキュラムポリシー 

建築学科は、学生がディプロマポリシーに掲げる目標を達成できるように、教育課程編成、教育内容、教育評価の方針
を次のように定め、学年進行にあわせて専門性を深め学力を向上させるためのカリキュラムを構築します。 
【１ 教育課程編成】 
⑴ 建築学の基盤となる領域の専門性を深める「建築コース」と、身の回りの空間に重点をおいて学ぶ「生活環境デザイ
ンコース」を設置し、目的に応じて学ぶためのカリキュラムを編成します 

⑵ 技術と理論を並行して学ぶ「デュアルシステム」を採用し、初年次から学年ごとに体系化された講義科目と実験・実
習・演習系の科目を編成します 

⑶ 各学年にアクティブ・ラーニングを取り入れた科目編成を行います 
⑷ 課題発見解決力を養うProject-Based Learning（PBL）科目を1年から段階的に取り入れた科目編成をします 
【２ 教育内容】 
⑴ 建築学の全体像を俯瞰し総合的な知識と技術を確実に身につけるために、建築の各分野の基礎科目を低学年を中心に
配置します 

⑵ 建築の知識を実践へと変換し、学修の深度を深め定着させるために、講義系科目と演習・実験・実習および設計製図
科目を関連づけ、並行して配置します 

⑶ 高学年においては、学修の進度とともに自身の適性と将来の職業像を見極めながら専門分野を選択して学びを極めて
いくために、幅広い選択科目を用意します。同時に実務上の基礎的素養として必要となる科目も高学年に設けます 

⑷ ４年の卒業計画では、専門家として自立するための自発的な課題発見力と課題解決力、構想力とともに職業意識を身
につけるために、研究室に所属して分野の最先端の技術研究あるいはデザインに取り組みます 

⑸ 「建築コース」と「生活環境デザインコース」の２つのコースにおいて、それぞれ次のような教育内容に基づくカリ
キュラムを用意します 

＜建築コース＞ 
学年進行に応じて、計画、歴史・意匠、構造・材料、環境・設備といった建築の専門分野に位置づけられる科目を体系

的に設置することで、それらの総合力とともに、将来の方向性に対応した分野に特化した高い専門性を極められるように
します 
＜生活環境デザインコース＞ 
建築学を基礎としながら、「住まいを中心とした空間デザイン」と「福祉に配慮した空間づくり」という２本柱を軸に、

建築の文化と技術の融合について幅広い視点から学修するためのカリキュラムを編成します 
【３ 教育評価】 
⑴ 各授業科目に達成目標・評価方法・評価基準を定め、学修成果が基準を満たした際に単位を認定します 

 

アドミッションポリシー 

建築学科は、建築に関する高度な知識と技術、思考力、構想力によって未来の社会および文化を創造する実践的な専門
家を育成します。そのため、以下に掲げる能力や意欲を有する人を広く求めます。 
【建築学科が求める人物像】 
⑴ 高等学校課程における十分な基礎学力を備えている人 
⑵ 建築分野に興味を持ち、能動的に勉学に取り組むことができる人 
⑶ 向上心があり、自ら考え、倫理を持って自ら行動することができる人 
⑷ 他者の意見を聞き、自分の考えを明解に表現できるコミュニケーション能力を有している人 

 


